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■所属業種︓社団・財団法⼈、商工会議所・商工会

①健康経営度評価結果
社中

↑0.3 （前回偏差値 ）

②評価の内訳

※各側面の数値は、回答法⼈全体の平均に基づく偏差値です。各側面の数値に重みを掛けた値を合算して、
　得点・順位を算出しています。
※トップの数値は項目毎の最高値です。なお、所属業種の有効回答が5社未満の場合、業種トップには「－」を表示しています。

③評価の変遷（直近5回の評価結果）

※総合評価の偏差値推移の括弧内は、前年度との⽐較を示しています。

51.0総合評価 ‐ 61.3 69.2 64.7
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業種
平均

令和6年度　健康経営度調査フィードバックシート

英⽂名︓Japan Medical Association

側面 重
み 貴社 回答法人

全体トップ
業種
トップ

非上場

61.0
■総合順位︓ 451〜500位 3／ 869

■加⼊保険者︓全国健康保険協会　東京支部

法⼈名︓公益社団法⼈日本医師会

50.2

組織体制

経営理念
・方針 3 61.8 68.7 66.1

2 62.0 68.3 67.1 51.5

65.4 50.0制度・
施策実⾏ 2 59.6 71.9

評価・改善

【参考】回答企業数

■総合評価︓ 61.3
※「ホワイト500」に該当するかについては、回答法⼈全体ではなく申請法⼈に絞った順位で判定するため、
 　フィードバックシートの順位から繰り上がり認定される場合があります。
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④評価の詳細分析

※各側面の数値は、回答法⼈全体の平均に基づく偏差値です。トップの数値は、順位が1位の法⼈の成績ではなく項目毎の最高値です。

対応Q番号

Q17、Q19

Q18、Q21、Q22

Q24、Q25

Q26、Q27、Q28、
Q30、Q31

評価改善

経営理念
・方針

側面

組織体制

制度・
施策実⾏

項目

明⽂化・
健康経営の戦略

情報開示・
他社への普及

経営層の関与

実施体制

課題単位・施策全体
の効果検証・改善

58.9

57.5

健康経営の実践に
向けた土台づくり

生活習慣の改善

その他の施策

健康診断・ストレス
チェック、活性度の指

標

労働時間・休職

58.5

55.5

61.8Q53、Q54、Q55、
Q64、Q65

Q56、Q57、Q58、Q59、
Q60、Q61、Q62、Q63

Q66、Q67、Q68、
Q72

Q69、Q70、Q71

Q73、Q74

従業員への浸透

目標設定、
健診・検診等の活用

Q32、Q33、Q34

Q35、Q36、Q37、
Q38、Q39

Q40、Q41、Q42、Q43、
Q44、Q45、Q46、Q47、

Q48、Q49

業種
平均

64.9 72.0 69.1 50.3

回答法⼈
全体トップ

業種
トップ

57.8 64.0 62.9 50.1

貴社

71.1 71.1 52.3

61.0 67.1 65.4 50.2

58.8

63.5 63.5 52.4

57.8 68.4 65.6 52.9

61.4

65.3 47.6

52.469.9 68.2

54.5

75.5 67.3 48.8

評価（偏差値）

68.5 66.5 53.9

72.2 65.0 48.3

61.7 70.6 64.2 53.9

72.2

保健指導 Q50、Q51、Q52 64.4 65.3 65.3

10 30 50 70 90

貴社
回答法⼈全体トップ
業種トップ
業種平均
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⑤健康経営の戦略
■経営上の課題と期待する効果

※貴社が健康経営度調査Q17SQ4で回答した内容を転記しています。

②

課題解決また
は効果に繋が
るKPI

KPIの
概要

現状値

①プレゼンティーズム(東大1項目版)、②アブセンティーズム(傷病休職および欠勤の年間利
用日数の職員平均)、③ワークエンゲージメント(ユトレヒト・ワークエンゲージメント尺度
（57項目版))

①

課題解決また
は効果に繋が
るKPI

KPIの
概要

現状値

健康経営で
解決したい
経営上の課
題

健康経営の
実施により
期待する効果

健康経営で
解決したい
経営上の課
題

健康経営の
実施により
期待する効果

目標値

組織の活性化
本会がステークホルダーに対し、果たすべき社会的な役割は無数にある。こうした中で、組織の基盤
となる職員が心身ともに健康を維持し、組織の更なる活性化を実現することが課題である。

生産性・エンゲージメントが向上していくことを期待している。①プレゼンティーズム、②アブセン
ティーズム、③ワークエンゲージメント、の各指標を2021年度の実績値である、①83.7％、②1.7日、
③3.0点と比較し、同程度もしくは改善することを目指す。

-

①86.8%、②1.9日、③2.9点

目標値

①83.7％、②1.7日、③3.0点 (2021年
度の実績値)
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⑥健康経営の情報開示
■情報開示媒体

※貴社が健康経営度調査Q18SQ5で回答した内容を転記しています。

■従業員パフォーマンス指標の開示

※貴社が健康経営度調査Q18SQ3で回答した内容を転記しています。

⑦経営レベルの会議での議題化
■全社における健康経営の推進に関して、経営レベルの会議（取締役会や経営会議等）で議題にしている内容

番号

1
2
3
4 健康経営の取り組みに関する外部からの評価（各種認定取得、IRや採用面での効果など）
5 健康経営の取り組みに関する対外的な発信内容（投資家との対話、求⼈でのPRなど）
6 保険者との連携
7 その他

1 経営計画上での健康経営の位置づけや進捗の確認
2 従業員の健康課題の分析結果
3 健康経営の推進に関する体制
4 従業員の業務パフォーマンス
5 従業員への健康経営の浸透度合い
6 保険者との連携
7 その他

■2023年度の会議⾃体の総実施回数と健康経営の推進を議題にした回数

※貴社が健康経営度調査Q25、Q25SQ1で回答した内容を転記しています。

○
○
○

(b)経営レベルの会議
　（取締役会以外） 49 回 2 回

＜a.取締役会＞

＜b.取締役会以外の経営レベルの会議（経営会議等）＞
○
○
○

○

○
○

健康経営の具体的な取り組みと期待する効果のつながりの整理（戦略マップなど）を基にした全体⽅針
従業員の健康状態や生活習慣に関する健康経営の取組効果（スコアリングレポート内容を踏まえて議論するなど）
経営上の課題に対する健康経営の取り組みの効果（健康経営度調査フィードバックシート内容を踏まえて議論するなど）

①総実施回数 ②健康経営を
議題にした回数

(a)取締役会 49 回 3 回

○ ○

URL
https://www.med.or.jp/dl-med/jma/kenkou/r06kenkou.pdf

実施に○ 議題にしている内容

URL
https://www.med.or.jp/dl-med/jma/kenkou/r06kenkou.pdf

c.ワークエン
ゲイジメント

開示内容
該当に○

実績値 測定⽅法 複数年度
分の結果

測定範囲
および回答率

○ ○

b.プレゼン
ティーイズム

開示内容
該当に○

実績値 測定⽅法 複数年度
分の結果

測定範囲
および回答率

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

URL
https://www.med.or.jp/dl-med/jma/kenkou/r06kenkou.pdf

媒体の種別 自社サイトのCSRやサステナビリティについての独立したページ

URL
https://www.med.or.jp/jma/jma_infoactivity/009613.html

a.アブセン
ティーイズム

開示内容
該当に○

実績値 測定⽅法 複数年度
分の結果

測定範囲
および回答率
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⑧各種施策の2023年度の参加率
■健康保持・増進に関する教育

■育児・介護に関する知識を得るための取り組み（セミナー等での教育）

■コミュニケーション促進

■食生活改善

■運動習慣定着

■⼥性特有の健康関連課題に関する知識を得るための取り組み（セミナー等での教育）

※貴社が健康経営度調査Q41SQ2､Q45SQ1、Q47SQ2、Q48SQ1・2、Q53SQ1・2、Q54SQ1・2、Q56で回答した内容を転記しています。

取組概要 食堂・弁当や現物支給、⾦銭補助等を通じて、健康に配慮した食事摂取できるような環境整備・支援を⾏っている
取組内容 全職員に食事手当を支給しており、希望者には安価でヘルシーな仕出弁当を給与控除にて提供している。

(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合 100.0 %

(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合 100.0 %

取組内容

＜環境整備の主な取り組み＞

取組内容

(b)参加者の⽐率
※対象者に占める参加者の割合 100.0 %

フリーアドレスオフィス等の職場環境整備を⾏っている

社員旅⾏や家族交流会・昼食会等のイベントの開催・⾦銭支援や場所の提供を⾏っている

(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合

全管理職の %

(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合 100.0 % (b)参加者の⽐率

※対象者に占める参加者の割合

取組概要 日常的な運動を奨励するイベント（ウォーキング大会等）を開催している
取組内容 11月にウォーキングイベントを開催。参加者全員への参加賞や飛び賞を設けた他、上位３名を表彰した。

⼥性限定

取組概要

管理職への男性育児休業研修

取組概要
取組内容

食生活改善に向けたアプリ提供、カロリー記録等のサポートを実施している
取組内容 食事を撮影するだけでカロリーや栄養の計算・記録でき、専門的な助言を得られるアプリを導⼊している。

(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合 100.0

職員間のコミュニケーション促進等のため、喫茶室、職員専用ラウンジを設置している。

健康経営の⼀環として職員互助会へ⾦銭支援しており、互助会主催の職員親睦会では会場の提供を⾏っている。

%

＜従業員参加の主な取り組み＞

＜環境整備の主な取り組み＞

＜従業員参加の主な取り組み＞

取組概要

37.3

%

100.0

(b)参加者の⽐率
※対象者に占める参加者の割合 12.4

＜従業員参加の主な取り組み＞

＜環境整備の主な取り組み＞

%(b)参加者の⽐率
※対象者に占める参加者の割合

参加率

%

職場において集団で運動を⾏う時間を設けている
毎週⾦曜日にラジオ体操の映像を職場のテレビに放映し、皆で⼀緒に⾝体を動かすよう取り組みを⾏っている。

(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合 100.0 %

100.0 %

取組概要

%(a)対象者の⽐率
※全従業員に占める対象者の割合 100.0 %

実施に○ 参加率
全管理職の %
全従業員の

全従業員の 63.8 %

実施に○

限定しない
管理職限定

○

全⼥性従業員の

0.0 %従業員への介護研修
○ 全管理職の 100.0 %管理職への介護研修
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⑨具体的な健康課題への対応
■健康経営度調査における健康課題の分類と対応度

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

※各分類の数値は、それぞれの課題に対応する評価得点を全社平均に基づく偏差値に変換した値です。
※下記「重点を置いている具体的な施策とその効果」のテーマには、色で網掛けしています。

■重点を置いている具体的な施策とその効果

※貴社が健康経営度調査Q73SQ1で回答した内容を転記しています。

仕事と育児の両⽴、仕事と介護の両⽴ 58.5 47.2 Q45、Q46、Q47

番号

57.4

課題分類

健康状態にかかわらず全従業員に対する疾病の発生予防

生活習慣病などの疾病の高リスク者に対する重症化予防

51.2

48.0

50.2
貴社 業種平均

Q38、Q50、Q51、Q52、Q66(f)〜(h)、Q67

Q39、Q59、Q68

64.8

Q49、Q71
Q44、Q58、Q69、Q70

従業員間のコミュニケーションの促進

メンタルヘルス不調等のストレス関連疾患の発生予防・早期発⾒・対応

従業員の生産性低下防止・事故発生予防

⼥性特有の健康関連課題への対応、⼥性の健康保持・増進

休職後の職場復帰、仕事と治療の両⽴

61.1 51.5
53.2

Q55、Q66(d)、Q66(e)
Q56、Q5760.4

Q48、Q7248.7

対応する設問

Q36、Q37、Q40、Q41、Q42、Q43、Q53、Q54、Q66(a)、Q66(c)

課題への対応度

63.5 54.2

昨年度に続き、アンケート結果に基づき、派遣職員も含めた全職員およびその家族に対して、女性の健康動
画（男女の性差・更年期の違い等）のオンライン研修を実施。職員の63.8％が受講した。

2023年度の定期健康診断においても、オプションで実施している乳がんおよび子宮がん検診を3割超の方が
受診。また、研修の受講率が昨年の47.3%から16.5%も増加し、実施後のアンケートでも回答者の75.6％が大
変満足、満足という評価であり、女性、男性問わず新たな気づきがあったとのコメントが寄せられた。

57.8 51.6
労働時間の適正化、ワークライフバランス・生活時間の確保

メタボリックシンドローム該当率は、2021年度9.0%、2022年度10.3%、2023年度11.0%と微増。予備群につい
ては、10.4%、7.6%、8.9%と低下傾向にはあるが、予備群から該当者へ転じたことによる減少を考慮する
と、然程状況に変化はない。職員の高齢化もあって、生活習慣病リスクも同様に若干悪化。一朝一夕で改善
するわけではないため、長期にわたって取り組みを続ける必要があると考えている。

51.1

生活習慣病などの疾病の高リスク者に対する重症化予防

課題内容

施策実施
結果

効果検証
結果

効果検証
結果

課題のテーマ

54.8

63.3 52.2
57.265.0従業員の喫煙率低下

2021年度には０％であった特定保健指導実施率は、2022年度の取り組みにより93.8％まで向上したが、生活
習慣病等の予防を意識付けるためにも対象者全員が受けることが望ましい。今年度においても昨年度から引
き続き、特定保健指導実施率の更なる向上を課題とした。

協会けんぽ東京支部のご担当者、保健師とともに、衛生委員会等の理解を得ながら該当者に丁寧にアプロー
チしたところ、実施者の人数が2人増えた。対象者の数が4名増えたため、実施率としては85.0%へと低下。

Q63
Q64、Q65、Q66(b)

従業員の感染症予防（インフルエンザなど）

課題のテーマ

課題内容

施策実施
結果

効
果
検
証
①

効
果
検
証
②

女性特有の健康関連課題への対応、女性の健康保持・増進

職員が健康で働きやすい環境づくりを考える上で、職員構成の約半分を占める女性の健康保持・増進は欠か
すことのできないものである。女性特有の健康関連に対する理解を深めることは、女性のみならず職場全体
として取組む必要がある。
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※「ホワイト500」に該当するかについては認定時に発表します。

※項目1、4、6〜8、24〜28は必須項目、それ以外は16項目中13項目の達成が要件です。
　 ただし、ホワイト500については更に項目2、3、5、29も必須となり、それ以外の15項目中13項目の達成が要件です。

Q2

⑩食生活の改善に向けた取り組み

16

Q58
Q56 ＆ Q57
Q54

23 ⑯喫煙率低下に向けた取り組み
⑮感染症予防に関する取り組み Q6322

Q64

A10300

貴社の認定基準適合状況 ○

3

評価項目 対応する設問

健康づくり責任者が役員以上

Q30(a) & Q31

Q39(a)

健保組合等保険者との協議・連携

11

○

②従業員の健康診断の実施（受診率100％）
健康経営の具体的な推進計画

健康経営優良法人2025（⼤規模法人部門）認定基準適合書

1 健康経営の⽅針等の社内外への発信
貴社の状況

○

○①トップランナーとしての健康経営の普及

Q17 & Q18(a) & Q18SQ4

(Q21 & Q21SQ1) or Q22
○

Q28

Q244

○

2 従業員パフォーマンス指標及び測定⽅法の開示 Q18SQ3 ○

6 産業医・保健師の関与
7

5 健康経営推進に関する経営レベルの会議での議題・頻度 Q25 ○

Q35
Q36(a)

14

10

⑥適切な働き⽅及び育児・介護の両⽴支援に向けた取り組み

Q37 or Q38

⑧私病等に関する復職・両⽴支援の取り組み

18
○

Q53 ○
○

○

○
Q48

15

○

Q49

Q50 & Q51 & Q52 & Q52SQ1

12
13 Q44 ＆ Q45 ＆ Q47

Q40(a) or Q40(b) or (Q41 & Q41SQ2(b))

⑫⼥性の健康保持・増進に向けた取り組み

29 ⼀部回答の公表への同意 Q6 ○

○

○
○

○

○

○

⑤管理職・従業員への教育

③受診勧奨に関する取り組み
④50⼈未満の事業場におけるストレスチェックの
実施

⑦コミュニケ－ションの促進に向けた取り組み

8
9

Q59
⑬⻑時間労働者への対応に関する取り組み

17

○

健康経営の実施についての効果検証 Q73 ○

27

○

○

28 ○全ての誓約事項を満たしている Q4SQ1

○

○

Q1(c)　、　Q3　　から判断従業員等の⼈数が大規模法⼈部門の⼈数基
準に該当26

○
○

21 ⑭メンタルヘルス不調者への対応に関する取り組み

⑪運動機会の増進に向けた取り組み

20

⑨保健指導の実施および特定保健指導実施
機会の提供に関する取り組み

19

回答範囲が法⼈全体

Q6524 受動喫煙対策に関する取り組み
25

7
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